










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































蚕種掃立量 養蚕農家一戸当り掃立数量 産繭量原蚕種 普通蚕種
グラム 蛾 グラム グラム グラム 貫
新潟県 3,078,478 164,276 3,023,475 2,939,451 47.45 1,533,426
富山県 2,597,806 434,812 2,452,222 416,183 28.66 222,162
福井県 1,618,031 121,996 1,577,184 635,605 38.56 385,436
石川県 631,865 28,546 622,307 991,047 46.66 591,692




























































































































































































































































































































































































































































































































































































新潟県 福井県 富山県 石川県 合　計
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
30万グラム以上 2 （ 5.3） 2 （ 0.8）
20万グラム～30万グラム未満 2 （ 1.5） 1 （ 1.8） 1 （ 2.6） 1 （ 3.8） 5 （ 1.9）
10万グラム～20万グラム未満 1 （ 0.7） 1 （ 1.8） 2 （ 5.3） 2 （ 7.7） 6 （ 2.3）
 5万グラム～10万グラム未満 12 （ 8.8） 9 （15.8） 4 （10.5） 25 （ 9.7）
 3万グラム～ 5万グラム未満 18 （13.1） 5 （ 8.8） 4 （10.5） 2 （ 7.7） 29 （11.2）
 1万グラム～ 3万グラム未満 55 （40.1） 22 （38.6） 6 （15.8） 12 （46.2） 95 （36.8）
 5千グラム～ 1万グラム未満 24 （17.5） 4 （ 7.0） 6 （15.8） 2 （ 7.7） 36 （14.0）
 1千グラム～ 5千グラム未満 19 （13.9） 11 （19.3） 7 （18.4） 3 （11.5） 40 （15.5）
 1千グラム未満 6 （ 4.4） 4 （ 7.0） 6 （15.8） 4 （15.4） 20 （ 7.8）
合　　計 137 （100） 57 （100） 38 （100） 26 （100） 258 （100）
（注）（1）蚕種は、普通蚕種製造数量。
（資料）野崎　清編『昭和六年度　蚕種製造業態調査』全国蚕種業組合聯合会、昭和8年、130 ～ 144頁よ
　　　り作成。
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第
3
表
　
新
潟
県
の
大
蚕
種
家
（
19
26
～
19
39
年
）
蚕
種
製
造
者
数
第
1位
第
2位
第
3位
第
4位
第
5位
第
6位
第
7位
第
8位
第
9位
第
10
位
第
11
位
第
12
位
第
13
位
合
計（
比
率
）
蚕
種
製
造
数
量
19
26（
昭
和
 1
）年
17
6人
浮
須
市
造
岡
村
蚕
種
会
社
39
,96
2枚
（
10
.2）
％
39
1,7
44
枚
25
,89
4枚
14
,06
8枚
　
27（
 〃
  2
）年
16
6人
浮
須
市
造
塩
谷
喜
太
郎
40
,60
0枚
（
10
.8）
　
37
5,5
55
枚
28
,77
2枚
11
,82
8枚
　
28（
 〃
  3
）年
15
7人
浮
須
市
造
塩
谷
喜
太
郎
44
,29
2枚
（
12
.9）
　
34
4,1
59
枚
33
,98
8枚
10
,30
4枚
　
29（
 〃
  4
）年
15
4人
浮
須
市
造
酒
井
亀
太
郎
46
,45
2枚
（
 7
.7）
　
60
5,2
59
枚
36
,18
2枚
10
,24
3枚
　
30（
 〃
  5
）年
14
7人
浮
須
市
造
井
口
喜
一
郎
1,3
36
,80
9蛾
（
12
.5）
　
10
,73
3,9
72
蛾
1,0
25
,33
4蛾
31
1,4
75
蛾
　
31（
 〃
  6
）年
13
9人
北
越
蚕
種
会
社
浮
須
市
造
酒
井
亀
太
郎
68
6,5
43
㌘（
20
.6）
　
3,3
35
,62
7㌘
27
3,7
72
㌘
23
3,4
59
㌘
17
9,3
12
㌘
　
32（
 〃
  7
）年
12
4人
浮
須
市
造
北
越
蚕
種
会
社
酒
井
亀
太
郎
大
谷
内
佐
次
郎
78
3,7
64
㌘（
26
.8）
　
2,9
24
,98
0㌘
28
3,4
14
㌘
27
1,6
13
㌘
12
2,7
00
㌘
10
6,0
37
㌘
　
33（
 〃
  8
）年
12
1人
浮
須
蚕
種
会
社
北
越
蚕
種
会
社
酒
井
亀
太
郎
69
3,5
91
㌘（
23
.4）
　
2,9
62
,20
1㌘
32
1,0
68
㌘
24
0,0
54
㌘
13
2,4
69
㌘
　
34（
 〃
  9
）年
12
0人
浮
須
蚕
種
会
社
北
越
蚕
種
会
社
酒
井
亀
太
郎
72
3,2
90
㌘（
25
.0）
　
2,8
95
,66
6㌘
32
2,7
30
㌘
30
0,1
10
㌘
10
0,4
50
㌘
　
35（
 〃
 1
0）
年
10
8人
浮
須
蚕
種
会
社
北
越
蚕
種
会
社
頸
城
蚕
種
会
社
77
3,2
06
㌘（
27
.8）
　
2,7
82
,72
3㌘
30
5,8
07
㌘
29
1,3
62
㌘
17
6,0
37
㌘
　
36（
 〃
 1
1）
年
86
人
北
越
蚕
種
会
社
浮
須
蚕
種
会
社
頸
城
蚕
種
会
社
越
後
蚕
種
会
社
相
沢
貞
司
魚
沼
蚕
種
会
社
98
8,1
49
㌘（
43
.3）
　
2,2
82
,17
2㌘
25
7,8
47
㌘
25
2,0
37
㌘
16
6,1
40
㌘
10
5,0
49
㌘
10
3,9
83
㌘
10
3,0
93
㌘
　
37（
 〃
 1
2）
年
79
人
北
越
蚕
種
会
社
中
越
蚕
種
組
合
浮
須
蚕
種
会
社
越
南
蚕
種
会
社
頸
城
蚕
種
会
社
魚
沼
蚕
種
会
社
中
越
蚕
種
会
社
越
後
蚕
種
会
社
上
越
蚕
種
会
社
相
沢
貞
司
2,0
63
,09
1㌘
（
65
.6）
　
3,1
44
,85
8㌘
33
2,5
11
㌘
30
0,9
39
㌘
28
6,9
81
㌘
21
6,5
06
㌘
19
4,1
74
㌘
17
1,4
19
㌘
14
4,5
58
㌘
14
1,7
86
㌘
13
9,8
58
㌘
13
4,3
59
㌘
　
38（
 〃
 1
3）
年
66
人
北
越
蚕
種
会
社
浮
須
蚕
種
会
社
中
越
蚕
種
組
合
越
南
蚕
種
会
社
頸
城
蚕
種
会
社
中
越
蚕
種
会
社
魚
沼
蚕
種
会
社
上
越
蚕
種
会
社
1,3
34
,40
3㌘
（
54
.6）
　
2,4
45
,89
4㌘
27
2,4
81
㌘
24
7,7
55
㌘
18
9,0
69
㌘
15
0,7
27
㌘
14
8,3
36
㌘
11
9,7
19
㌘
10
5,9
06
㌘
10
0,4
10
㌘
　
39（
 〃
 1
4）
年
57
人
北
越
蚕
種
会
社
浮
須
蚕
種
会
社
中
越
蚕
種
組
合
十
日
町
蚕
種
会
社
北
魚
沼
蚕
種
会
社
越
南
蚕
種
会
社
頸
城
蚕
種
会
社
山
吉
昇
平
胎
内
川
蚕
種
会
社
中
越
蚕
種
会
社
上
越
蚕
種
会
社
魚
沼
蚕
種
会
社
越
後
蚕
種
会
社
2,2
14
,93
2㌘
（
77
.4）
　
2,8
62
,00
6㌘
34
6,4
16
㌘
26
9,3
22
㌘
19
8,4
36
㌘
18
8,3
38
㌘
17
4,7
41
㌘
15
7,8
40
㌘
15
6,2
17
㌘
13
2,7
18
㌘
12
9,2
91
㌘
12
8,7
19
㌘
11
7,1
47
㌘
11
1,6
71
㌘
10
4,0
76
㌘
（
注
）（
1）
19
34
,3
6,
37
年
は
、「
蚕
種
製
造
数
量
」
の
中
に
原
蚕
種
を
含
む
。（
2）
普
通
蚕
種
は
「
合
格
製
造
額
」。
（
3）
1
枚
＝
25
蛾
換
算
。
（
資
料
）
大
蚕
種
家
は
、
各
年
度
「
全
国
蚕
種
製
造
家
番
附
」（
『
蚕
業
新
報
』
蚕
業
新
報
社
、
所
収
）、
蚕
種
製
造
者
数
・
蚕
種
製
造
数
量
は
、
各
年
度
農
林
省
蚕
糸
局
編
『
蚕
糸
業
要
覧
』、
『
新
潟
県
史
』
　
　
　
 資
料
編
17
、
近
代
5、
産
業
経
済
編
Ⅰ
（
統
計
）
24
5
頁
、
24
8
～
24
9
頁
よ
り
作
成
。
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専修大学社会科学年報第 47 号
（蚕種製造高1万枚以上、30万蛾以上、10万グ
ラム以上）は、新潟県において従来長らく浮須
市造（北蒲原郡築地村）が君臨していた。浮須
市造は、既述のように片倉共栄製糸株式会社の
監査役を務める。浮須市造に次ぐ第2位の大蚕
種家は、塩谷喜太郎（南魚沼郡中之島村）、腰
越新一郎（南魚沼郡中之島村）、岡村蚕種会社
（南魚沼郡石打村）、酒井亀太郎（三島郡岩塚
村）、井口喜一郎（南魚沼郡大巻村）など変化
が激しかった。此れら蚕種製造業者は、既に新
潟県内の主要原蚕飼育地方として掲げた南魚沼
郡に集中する。1930（昭和5）年に北越蚕種合
名会社が創立すると、翌年に同会社が県内首位
に立ち、更にその翌年以降再び浮須市造が首位
に返り咲くが、蚕種製造組織は、個人組織から
会社組織に変更をみる。しかし、1936（昭和
11）年に再度北越蚕種合名会社が首位を取り戻
し、以後その地位を守り続ける。
新潟県の大蚕種家の蚕種製造高は、1926 ～
30年まで県内全体の蚕種製造高の10％にすぎ
なかったが、1930 ～ 35年には20％台に上昇し、
以後40％台から70％台までに急増する。大蚕
種家の新潟県内の蚕種製造割合が次第に高まる
理由としては、蚕種製造高が全体に減少する中
で、個人経営から会社経営又は組合経営への転
換が大規模に進行していたことを挙げることが
できる。上記経緯をみるならば、この先駆けと
なったのは、1930（昭和5）年設立の北越蚕種
合名会社であったといえよう。1939（昭和14）
年には大蚕種製造会社が11社、蚕種共同施設
組合が1組合、個人1名、合せて13蚕種製造業
者を数えるまでになる。1933（昭和8）年には、
大蚕種製造会社は、浮須蚕種会社と北越蚕種合
名会社の僅か2社にすぎなかった。
大蚕種家を郡市別にみると、1936 ～ 39年に
会社・組合組織として南魚沼郡に越後蚕種会社
（六日町）、魚沼蚕種会社（六日町）、越南蚕種
会社（中之島村）、上越蚕種会社（大巻村）、北
魚沼郡に北魚沼蚕種会社（小出町）、中魚沼郡
に十日町蚕種会社（十日町）、中頸城郡に頸城
蚕種共栄会社（直江津町）、北蒲原郡に浮須蚕
種会社（築地村）、胎内川蚕種会社（乙村）、中
蒲原郡に北越蚕種合名会社（五泉町）、古志郡
に中越蚕種共栄会社（北谷村）、長岡市に中越
蚕種共同施設組合（草生津町）、個人経営とし
て東頸城郡に相沢貞司（松之山村）、北魚沼郡
に山吉昇平（川口村）が存在していた。特徴と
しては、南魚沼郡に大蚕種製造会社が集中して
おり、中小蚕種製造業者の会社組織化が進んで
いたのであろう。その他諸郡市では、北魚沼郡、
中魚沼郡、中頸城郡、北蒲原郡、中蒲原郡、古
志郡、長岡市に大蚕種製造会社（組合）が1 ～
2社宛みられ、中小蚕種製造業者たちの組織化
が図られていったものとみることができる。な
お、北陸諸県の内、大蚕種家の動向として、福
井県は新潟県同様、会社組織を、石川県は個人
経営から蚕種共同施設組合へ、富山県は個人経
営を、それぞれ特徴としていた（90）。
上記中越蚕種共同施設組合にみる、蚕種共同
施設組合は、1936（昭和11）年改正の蚕糸業
法の規定に基づき、蚕種業者が蚕種業の改良発
達及び統制を図ること、換言すれば蚕種品質の向
上とその斉一、及び蚕種共同販売を目的として設
立するもので、所得税、営業収益税、営業税を免
除される特典がある上、設備費の補助を受けるこ
とができた（91）。1937（昭和12）年に全国の蚕
種共同施設組合数は、農林大臣の厳しい認可条
件の下で、24組合（組合員291人）に限られて
いた。蚕種共同施設組合加入の組合員は、蚕種
製造行為の一部のみを行い、自己名義の蚕種製
造を行うことはできないことになっている。
1932（昭和7）年に、新潟県内において特約
製糸9社が特約組合への配付蚕種403,597グラ
ムの内、「自己製造」蚕種が51.1％、「委託製
片倉製糸の北陸地方における製糸業経営と蚕種配給体制
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造」蚕種47.3％、「購入」蚕種1.6％の割合で
あった。「自己製造」と「委託製造」が凡そ半
分宛を占め、購入蚕種は、極めて少ない状況で
あった（92）。福井県と石川県は「自己製造」蚕種、
富山県は「購入」蚕種が、各大半を占めている。
1937（昭和12）年には、新潟県において特約
製糸の蚕種「委託製造」が82％を占めるまで
になり、「自己製造」蚕種は、僅か18％にすぎ
なくなる（93）。既述のように、新潟県内におけ
る蚕種製造会社の急激が、この数値を裏付けて
いるといえよう。同年に富山県と福井県は「自
己製造」蚕種が大半を占め、石川県では「自己
製造」蚕種が減少し、「委託製造」蚕種の急増
によって、配付蚕種の大半を占める「自己製
造」蚕種と「委託製造」蚕種が略半数宛を占め
ていた。北越蚕種合名会社が片倉製糸（片倉越
後製糸、片倉共栄製糸）から蚕種製造の委託を
受けていたが、浮須市造と水戸部猪八郎（北蒲
原郡聖籠村）は、財閥大倉喜八郎設立の大倉製
糸（北蒲原郡新発田町）の蚕種製造部門を担当
していたという（94）。浮須市造は、独創的な裁桑
法を案出し、『蚕業新報』に「春秋兼用桑園の
経済的仕立法」と題した桑園栽培法を論じてい
る（95）。なお、浮須市造が片倉製糸から蚕種製
造の委託を受けていた記録は、見当たらない。
大倉製糸は、1929 ～ 31年に北蒲原郡豊浦町の
特約養蚕組合に蚕種配付を行っていたことが知
られている（96）。
北越蚕種合名会社3名の設立者、即ち松田彦
平、二宮良吉、山崎新太郎は、元々何れも大蚕
種家ではなく、中小蚕種製造業者であった。こ
の3名が1930（昭和5）年に北越蚕種合名会社
を設立し、翌年の同社蚕種製造高は273,772グ
ラムに達し、新潟県最大の大蚕種会社に躍り出
る。『昭和六年度　蚕種製造業態調査』によれ
ば、同年に北越蚕種合名会社の蚕種製造は、原
蚕種13,720蛾、普通蚕種273,772グラム、原蚕
分場数36戸であった（97）。同年新潟県内に蚕種
製造休業者が16人存在する。曾て新潟県内に
おいて蚕種製造高が第2位であった、大蚕種家
の岡村蚕種会社（岡村仁三治）は、同年に蚕種
製造記載がなく、廃業したものと思われる。そ
の他に塩谷喜太郎は、普通蚕種製造高62,124
グラム、井口喜一郎は、同69,780グラム、何
れも蚕種製造を減らし、最早大蚕種製造家では
無くなっていた。但し、個人蚕種経営を継続す
る、大蚕種家の相沢真司は、この年51,350グ
ラム、山吉昇平が75,301グラムを各製造する
中小蚕種製造業者にすぎなかった。蚕種製造業
者の変動が著しい。
1931（昭和6）年8月7日開催の片倉製糸取
締役会に提出の「社外蚕種購入」議案の添付表
中に、北越蚕種合名会社製蚕種を15,000枚と
記載している（98）。その後、片倉製糸は、同社
から1934（昭和9）年度春蚕種・白繭種10,000
枚、黄繭種10,000枚を購入予定していた（99）。
北越蚕種合名会社製春蚕種のみで2万枚に達し
ており、既述の如く、北越蚕種合名会社の蚕種
製造能力は向上し、同社製造蚕種の枚数換算す
ると、凡そ2万数千枚から3万枚弱に推移・増
加して、春蚕種を中心に片倉越後製糸・片倉共
栄製糸両社の所要蚕種の大半を賄うようになっ
たのであろう。蚕種購入5 ヶ年契約は、その後
も継続していたものと考えられる。
1936（昭和11）年度において、御法川式多
条繰糸機の繰糸繭蚕種は、片倉越後製糸が春蚕
種・「豊白×満月」、「分離白×満月」、晩秋蚕
種･「分離白×満月」、「日111号×支107号」、
片倉共栄製糸が春蚕種・「豊白×満月」、初秋
蚕種・「栄光×満月」、「日111号×支107号」、
晩秋蚕種・「日111号×支107号」であった（100）。
なお、日東紡績㈱金沢製糸所は、同じく春蚕
種・「豊白×満月」、「分離白×満月」、初秋蚕
種「分離白×満月」である。北越蚕種合名会
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社は、片倉製糸からの原蚕種の提供を受けて、
「豊白×満月」、「分離白×満月」、「栄光×満
月」、「日111号×支107号」を製造し、片倉越
後製糸と片倉共栄製糸（場合によっては両社を
超えて）傘下の特約組合に配付していたようで
ある。
おわりに
片倉製糸は、昭和期に入り、新潟県に傍系製
糸会社の片倉越後製糸株式会社と片倉共栄製糸
株式会社を創設する。石川県には日東紡績㈱金
沢製糸所を新設する。上記各設立地は、絹織物
産地として発展してきたことが共通している。
片倉製糸は、川岸事務所販売部や八王子製糸所
販売部を介して、国用生糸等を新潟や金沢など
に販売していた。上記片倉傍系製糸会社（・製
糸所）の設立は、地元の機業家にとって原料糸
の入手に期待するところがあったであろう。
北陸地方は、片倉製糸の原料繭地盤、女工地
盤であった。片倉製糸は、新潟県に長岡･直江
津・新津各出張所、石川県に金沢出張所を各開
設して、盛んに購繭活動を行ってきた。長岡購
繭出張所を除き、各出張所は、上記片倉傍系製
糸会社の設立と共に所属変更し、原料繭地盤
（女工地盤も合せて）が引き継がれていく。
片倉越後製糸と片倉共栄製糸共に、片倉製糸
の委任経営である。片倉越後製糸の発起人・役
員は、片倉製糸側と地元有力者たちによって構
成され、地元側は、県会議員、村松町長、大地
主、中小地主、有力呉服太物商、病院経営者
（医師）などの地元名士が顔を揃えていた。片
倉共栄製糸は、五泉繭市場の廃止を受けて設立
した経緯から、その組合員「600名」が株主と
なり、発起人・役員は、大地主、中小地主のほ
か、蚕種販売と養蚕指導を通じて養蚕農民と緊
密に結び付いていた地元有力蚕種業者たちが中
心を占めていた。片倉越後製糸や片倉共栄製糸
の創立目的として、地方産業の開発、農村経済
の振興を唱え、地元民たちの中には大きな期待
を抱いた人々が少なからずいたことであろう。
両社共に、株主としての地元各町村有力者たち
の支援が不可欠であった。
日東紡績㈱金沢製糸所は、開設当初より全面
的に、片倉越後製糸と片倉共栄製糸は共に、設
立数年後に一部それぞれ御法川式多条繰糸機を
導入する。片倉製糸は、多条繰糸機の工場設置
に当っては、製糸用水、水量、白繭割合、原料
繭解舒糸長、平均繊度、立口、纇節について良
好であることが条件であった。金沢製糸所が新
設当初より、御法川式多条繰糸機を全面導入し
得たのは、同社設立と共に金沢出張所の優良繭
地盤を引き継いでいたことから、上記条件の大
半が整っていたといえよう。
上記3社共、片倉製糸の直営工場同様、所長
を始め、事務長、現業長などの幹部社員は、片
倉製糸から赴任し、また片倉製糸の試験研究機
関（研究所、講習所）に原料繭及び製糸用水、
石炭などの検査を依頼し、この成績結果を原料
繭及び水質の改良や石炭購買に活かしていたほ
か、煮繭研究などのために視察を行っていた。
片倉共栄製糸㈱の取締役であった松田彦平、
二宮良吉、山﨑新太郎は、1930（昭和5）年に
北越蚕種合名会社を設立し、翌年全製造蚕種を
片倉製糸（片倉越後製糸、片倉共栄製糸）に供
給する専属蚕種会社となる。同社の専属化は、
速やかな蚕品種の統一や繭質改良に資するほか、
「大資本主義」への攻撃が高まる中で、地元の
有力蚕種業者たちとの提携は、片倉製糸にとっ
て好結果を齎すものと判断し、蚕種購入契約を
結ぶことになる。北越蚕種合名会社は、片倉製
糸の専属蚕種会社となることによって、新潟県
最大の大蚕種会社となり、発展を続けることに
なった。
片倉製糸の北陸地方における製糸業経営と蚕種配給体制
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と共に、両社の設立推進者として重要な役割を
果たす「賛成人」のほか、一般公募株主を含め
て、この実態の解明については、今後の課題と
したい。
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和十年度　製糸会社ニ関スル調査』24～25頁
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株式会社庶務課』。以下同。増築の2階建1棟は、
建坪26坪6合3勺、延坪34坪1合3勺、工費
1,244円7銭であった。
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糸工場調』108 ～ 109頁。
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（64）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
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（78）『昭和五年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
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会、1973年、383頁）。新潟県主催1府11県連
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刊行会、1972年、396頁、399頁、406頁）。
（89）『昭和四年度　取締役会議案綴　庶務課』。
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1939年、226～227頁。
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